
いばらき県議会だより No.1672009年（平成21年）4月19日（日曜日） ❻

一般質問（要旨）

水田を利用したニンニクの作付け
（集落営農組織「アグリ平戸」）

介護保険施設でのリハビリの様子

TX沿線の住宅街

議
員
（
自
民
）　

耕
作
放
棄
地
が
増

え
て
お
り
、
水
田
の
有
効
活
用
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
稲
作
農
家
の
所
得

向
上
や
食
料
自
給
率
向
上
の
た
め
に

も
、
よ
り
収
益
性
の
高
い
農
作
物
に

転
換
す
る
よ
う
な
水
田
利
用
の
多
角

化
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

農
林
水
産
部
長　

水
戸
市
常
澄
地
域

の
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
県
内
各
地
で
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
市
場
や
食

品
製
造
業
者
な
ど
と
連
携
し
た
新
産

地
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
米
以
外

の
作
物
が
作
付
け
で
き
る
よ
う
基
盤

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
市
場
の
ニ
ー

ズ
や
農
業
者
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
踏

ま
え
た
産
地
づ
く
り
を
進
め
、
生
産

面
や
販
売
面
で
も
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

本
年
は
水
戸
藩
開
藩
四
百
年

を
迎
え
る
。
記
念
事
業
に
県
と
し
て

明
確
な
役
割
を
持
ち
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

商
工
労
働
部
長　

弘
道
館
の
特
別
公

開
や
県
立
歴
史
館
で
の
水
戸
藩
関
係

の
テ
ー
マ
展
な
ど
の
記
念
事
業
を
実

施
す
る
ほ
か
、
偕
楽
園
で
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す
る
な
ど

水
戸
藩
開
藩
四
百
年
を
契
機
と
し
た

本
県
観
光
振
興
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
障
害
者
自
立
支
援
の
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
偕
楽
園

公
園
の
整
備
方
針
及
び
見
通
し
な
ど

も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

住
居
の
購
入
意
欲

が
低
下
し
、
計
画
ど
お
り
分
譲
で
き

な
い
中
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
の
特
徴
を
活
か

し
た
Ｐ
Ｒ
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
Ｔ

Ｘ
沿
線
地
区
の
土
地
の
処
分
に
つ
い

て
、
所
見
を
伺
う
。

企
画
部
長　

他
に
な
い
魅
力
付
け
を

図
る
た
め
、
省
Ｃ
Ｏ
２
型
住
宅
を
誘

導
す
る
モ
デ
ル
街
区
の
設
定
や
緑
・

住
・
農
一
体
化
の
住
宅
づ
く
り
な
ど

に
取
り
組
む
。
Ｐ
Ｒ
の
面
で
「
つ
く

ば
ス
タ
イ
ル
」
を
実
感
で
き
る
よ
う

な
情
報
発
信
を
行
う
。
企
業
誘
致
は
、

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
つ
つ
、
現

地
を
直
接
見
学
で
き
る
機
会

の
確
保
に
努
め
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
早
期

の
土
地
処
分
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

本
県
で
も
予
算
措
置

を
伴
わ
な
い
「
ゼ
ロ
予
算
事

業
」
を
推
進
す
べ
き
。
今
で

も
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
が
、
Ｐ
Ｒ
不
足
だ
。
財
政
が

厳
し
い
中
、
財
政
負
担
を
伴
わ
ず
、

職
員
の
能
力
を
最
大
限
に
活
用
し
、

事
業
効
果
を
出
す
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

知
事　

情
報
発
信
に
力
を
入
れ
つ
つ
、

職
員
の
能
力
を
引
き
出
し
、
経
費
を

か
け
ず
に
事
業
効
果
を
あ
げ
る
取
り

組
み
を
一
層
推
進
し
、
県
民
の
視
線

に
立
っ
た
、
質
が
高
く
効
率
的
な
県

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
や

耕
作
放
棄
地
対
策
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
民
主
）　

介
護
保
険
の
財
政

安
定
化
基
金
に
余
裕
が
あ
る
場
合
、

拠
出
し
た
市
町
村
、
さ
ら
に
被
保

険
者
に
返
還
で
き
る
よ
う
国
に

制
度
の
改
正
を
働
き
か
け
る
べ
き
。

ま
た
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
の

第
四
期
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

利
用
者
な
ど
の
負
担
軽
減
に
向

け
た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

拠
出
者
へ
の
返

還
は
法
律
上
困
難
で
あ
り
制
度
改
正

な
ど
を
必
要
に
応
じ
国
に
働
き
か
け

た
い
。
ま
た
各
市
町
村
の
介
護
給
付

費
準
備
基
金
の
剰
余
金
は
被
保
険
者

に
還
元
す
べ
き
も
の
で
あ
り
趣
旨
徹

底
し
て
き
た
。
第
四
期
で
は
剰
余
金

を
持
つ
市
町
村
は
取
り
崩
し
を
行
い

保
険
料
上
昇
を
抑
え
る
見
込
み
で
あ

る
。

議
員　

介
護
施
設
へ
の
監
査
は
不
正

請
求
防
止
の
た
め
に
必
要
だ
が
、
監

査
対
応
事
務
が
優
良
施
設
の
負
担
に

も
な
っ
て
い
る
。
横
並
び
で
は
な
く
、

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
監
査
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

サ
ー
ビ
ス
の
質
の

確
保
の
た
め
監
査
は
欠
か
せ
な
い
。

問
題
の
あ
る
事
業
所
は
重
点
的
に
行

い
、
質
の
確
保
が
図
ら
れ
て
い
る
事

業
所
に
は
点
検
項
目
の
削
減
や
書
類

簡
素
化
な
ど
負
担
軽
減
を
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
県
南
地
域
の
政
令
指
定

都
市
構
想
、
民
間
経
済
刺
激
の
た
め

の
緊
急
経
済
雇
用
対
策
な
ど
も
質
問

常任委員会に付託された
請願の審査結果

保健福祉委員会
○介護型療養病床廃止中止を求める意見
書採択を求める請願

不
採
択

　

本
県
財
政
は
今
、
未
曾
有
の
危

機
的
状
況
に
あ
り
、
財
政
健
全
化

へ
の
取
り
組
み
は
一
刻
の
猶
予
も

許
さ
れ
な
い
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
県
出
資
団
体
は
、
社
会

経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
、

抜
本
的
な
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
二
十
一

年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、
県

開
発
公
社
に
対
す
る
経
営
支
援
と

し
て
百
三
十
六
億
円
を
計
上
し
、

今
後
十
年
間
に
総
額
二
百
十
一
億

円
も
の
巨
費
を
投
じ
よ
う
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
す
で
に
こ
れ
ま
で

も
平
成
十
八
年
度
か
ら
県
住
宅
供

給
公
社
及
び
県
土
地
開
発
公
社
に

対
す
る
経
営
支
援
を
実
施
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
三
公
社
へ
の
措
置
は
、

総
額
八
百
億
円
の
巨
額
に
の
ぼ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
、
平
成
二
十
一
年

度
当
初
予
算
の
中
で
、
一
般
財
源

に
よ
り
措
置
さ
れ
る
七
十
三
億
円

は
、
一
般
行
政
費
中
の
政
策
的
経

費
全
体
と
比
較
す
る
と
そ
の
約
17

％
に
も
相
当
し
、
さ
ら
に
、
こ
こ

数
年
間
続
け
て
き
た
県
債
管
理
基

金
か
ら
の
繰
り
替
え
運
用
も
早
期

に
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
財
政
健
全
化
へ

の
道
筋
を
危
う
く
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
県
民
の
行
政
不
信
を
増
幅
す

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
そ
し
て
ま

た
、
昨
今
の
経
済
状
況
の
影
響
を
受

け
、
保
有
土
地
の
地
価
下
落
傾
向

が
進
む
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
更

な
る
追
加
支
援
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
本
県
議
会
は
、
平
成
二

十
一
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
予
算

を
採
決
す
る
に
当
た
り
、
こ
れ
ら

三
公
社
に
係
る
経
営
責
任
を
明
確

化
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
講
じ
て
経
営
改
善
に
取
り
組

み
、
早
期
に
一
般
財
源
依
存
体
質

か
ら
の
脱
却
を
図
る
よ
う
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
議
会
に
対
す
る
説
明

責
任
を
十
分
に
認
識
し
、
な
お
一

層
簡
素
・
効
率
的
な
財
政
運
営
に

努
め
る
よ
う
あ
わ
せ
て
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

●請願・陳情の仕方●
　請願・陳情は、県民の皆様の要望や意見を県政に反
映させる大切な制度です。
　請願は、必ず１名以上の県議会議員の紹介を必要と
します（陳情の場合は必要ありません）。
　請願・陳情を行う場合は、次の様式に基づき請願書ま
たは陳情書を作成し、県議会へ１部提出してください。
　○必要な記載事項
　　１　請願（陳情）の趣旨
　　２　提出年月日
　　３　請願（陳情）者の住所（法人の場合はその所在地）
　　４　請願（陳情）者（法人の場合はその名称を記 
　　　載し、代表者）の署名または記名押印
　受理した請願書は、所管の委員会及び本会議で審議
されます。そして、採択されれば知事等に請願を送付
し、処理の経過及び結果の報告を求めるなどの処理を
行います。なお、本会議での採否の結果は請願者（複
数の場合は代表者）に通知します。
　また、陳情書は、所管の委員会に参考送付され、議
案等の審査の際の参考に供されますが、本会議におい
て採否は決定されません。
　詳細については、議会事務局議事課へお問い合わせ
ください。
【お問い合わせ先】
電　話　029-301-5634　FAX　029-301-5629

水
田
利
用
多
角
化
の
推
進
を

基
盤
整
備
し
産
地
づ
く
り
を
支
援

Ｔ
Ｘ
沿
線
地
区
の
土
地
の
処
分
は

他
に
な
い
魅
力
付
け
を
図
り
早
期
処
分
に
努
め
る

介
護
保
険
料
の
抑
制
策
は

介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
剰
余
金
を
活
用

あなたの声を県議会に！

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
に
関
し

健
全
な
財
政
運
営
を
求
め
る
決
議

　

県
議
会
は
県
に
対
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
求
め
、
次
の
よ
う
に
決
議

し
ま
し
た
。


